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(一)

自転車の登録は自転車庖で

自転車の登録は自転車屈で実施しています。

まだ登録の更新をしていなレかたは盗期予防の

進むみかん園造成や
農道 の新 設

市
で
は
農
村
振

興
事
業
の

一
環
と

し
て
み
か
ん
造
成

な
ら
び
に
乙
れ
に

付
帯
す
る
農
道
、

水
路
な
ど
の
整
備

事
業
者
ど
し
ど
し

進
め
て
い
ま
す

昭
和
三
十
五
年
度

で
は
十
二
地
区
三

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

開
畑
事
業
や
は
じ

め
股
道
、
水
路
等

の
新
設
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
お
も

↑①
②
荒
綱
畝
ケ
平
地
区
ゆ
か
ん
闘

な
事
業
を
写
真
で
一

造
成
融
資
事
業
H
地
区
向
一悩
二

見
て
み
ま
し
ょ
う
一

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
代
表
者

前
田
市
古
ほ
か
三
名

①
大
村
須
田
ノ
木
農
道
事
業
H
延

長
六
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
巾

自
立
経
営
農
家
を
対
象

員一
ニ
・
六
メ
ー
ト
ル
代
表
者
須

田
ノ
木
土
地
改
良
区
理
事
長
松

尾
二
三
男
ほ
か
二
十
名

④
③
鈴
田
一
牛
小
川
地
区
み
か

ん
凶
造
成
融
質
事
業
HH地

区
面
積
七

・五
へ
ク
タ
l

ル
、
代
表
者
渡
辺
政
雄
ほ
か

二
十
名

⑤

一ニ
浦

H
m山
境

農
道
畢
業
H
延
長
千
二
百
五

一J
八
日
中
元
融
資

十
メ
ー
ト
ル
巾
員
三
了
五
メ
ー

ト
ル
代
表
者
山
地
土
地
改
良
臥

理
事
長
浅
出
孝
栄
ほ
か
四
十
名

カ
月
以
内

(
各
金
融
機
関
に

お
い
て
決
定
す
る
)

ム
償
還
方
法

u
一
括
ま
た
は
割

賦
償
還

ム
貸
付
限
度
額
H
一
企
業
者
二

十
万
円
以
内

A
貸
付
利
率
H
日
歩
一一一鉱
以
内

ム
保
証
人
日
二
名
以
上
(
県
倍

用
保
証
協
会
を
経
由
す
る
こ

と
も
あ
る
)

ム
申
込
期
間

N
六
月

一
日
l
六

月
八
日

ム
貸
付
決
定
日
申
込
受
付
の
日

よ
り

一
週
間
以
内

ム
坤
込
万
法
日
所
定
の
申
込
書

に
大
村
商
工
会
議
耐
の
あ
っ

せ
ん
曹
を
添
え
て
、
本
人
が

金
融
機
関
へ
提
出
す
る。

(
商
工
水
産
課
)

以
上
の
集
団
化
に
は
時
%
の
補
助

近
ご
ろ
操
業
基
本
法
の
立
案
に一

の
新
レ
い
制
度
に
よ
っ
て
実
施
す
一る。

と
も
な
い
、

農
家
所
得
の
増
大
と
一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

①
登
記
世
肘

(
開
発
の
た
め
の

と
も
に
、

農
業
構
造
の
改
善
刊
誌
一

そ
こ
で
、
い
ま
ま
で
計
画
立
案

一交
換
、
換
地
、
売
買
費
用
)
は
無

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
一
中
の
多
良
岳
総
合
開
発
計
画
は
再

一税

び
農
林
省
で
は
新
た
に
閥
拓
制
度
一
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す

。

一

⑤

一
団
地
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

を
発
表
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
一
乙
ん
と
の
新
し
い
制
度
の
お
も

一の
開
発
地
区
は
、
小
団
地
開
発
事

今
後
の
開
発
計
画
は
す
べ
て
、
乙
一
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

業
と
し
て
事
業
費

(土
地
購
入
費

を
含
む
)
の
八
割
ま
で
長
期
低
利

資
金
の
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

(農
林
謀
)

一蜘
紘
一
川

V-E-一一

m
U
へ

ク

'
E
タ
ー
ル

:長 ・
・期・

・低・
:利:
:の:
:融:
.資・

・も・

ためにも、ぜひすませてください。

①
従
来
の
開
拓
制
度
は
国
が
周

一地
元
の
熱
嵐
が
お
う
盛
で
、

一
団

地
買
収
を
行
な
い
、
入
植
農
家
を

一地
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
集
団
化

選
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

一
(道
路
、
水
系
別
)
の
見
過
し
が

一
切
開
腹
せ
ず
新
規
入
植
者
を
つ
一あ
り
、

土
地
調
達
か
可
能
で
あ
れ

く
ら
な
い
。

一ば
、
道
路
水
路
、
開
墾
工
事
に
対

①
今
後
開
発
を
希
望
す
る
も
の

一し
五
五
%
以
よ
の
補
助
が
あ
る

は
経
営
拡
大
の
た
め
の
増
反
者
を

一Il
④
土
地
制
連
は
自
己
所
有
地
を

対
象
と
す
る
。

一

開
発
す
る
も
の
、
ま
た
は
土
地
を

①
地
区
の
採
択
は
、
成
長
農
産

一購
入
す
る
も
の
で
、
組
合
を
設
け

物
(
果
樹
、
畜
産
等
)
を
対
象
と
一
れ
ば
、

土
地
鱗
入
価
梢
の
八
割
ま

し
、
し
か
も
地
域
開
発
に
対
す
る
一で
長
期
低
利
賞
金
か
貸
付
げ
ら
れ

実
弾

d
撃
と
爆
破
訓
練

大
村
部
隊
で
は
六
月
一

日
か
ら

二
十
八
日
ま
で

(十
五
日
J
十

八
日
、
二
十
五
日
を
除
く
)
池

田
射
撃
場
で
実
弾
射
撃
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
六
月
六
日、

七
H
(毎
日

午
前
八
時

t
午
後
五
時
)
大
多

武
演
習
場
で
爆
破
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

開

会
恋
胞
の
ふ
ん

い

利

尿
凶
取
り
F
手
数

て

の

料
の
金
棋
に
つ
い

q
b
り

て
、
ま
だ
と
承
知

才

取

で
な
い
向
も
あ
る

ら

長に

ょ
う
で
す
。
乙
れ

め

川

は
市
条
例
で
つ
ぎ

凍

ふ

の
よ
う
に
決
め
ら

れ
て
あ
り
ま
す
。
と
の
基
準
以

上
の
手
数
料
は
許
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
も
し
凶
取
り
の
際
の

計
量
、
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て

ど
不
審
の
点
か
あ
り
ま
し
た
ら

保
険
制
生
謀
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
ふ
ん
ぼ
汲
臥
り
の
取

扱
い
は
市
長
の
許
可
を
受
け
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ム

一
お
け
容
量
二
十
七
リ
ッ

ト
ル
の
も
の

H
二
十
円

容
量
三
十
六
リ
ッ
ト
ル
の
も

の
け
二
十
五
円

ム
三
輪
車
一

台
分

容

量
十

二
百
リ
ッ
ト
ル
の
も
の
日
六
百

円
容
量
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
の

も
の
U
八
百
円
(保
険
衛
生
課
)

を
め
っ
せ

ん

大
村
商
工
会
議
所
で
は
、
こ

の
た
び
中
小
立
業
振
興
資
金

ω

融
貨
を
あ
っ
せ
ん
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た。

乙
の
融
資
あ
っ
せ
ん
は
、
市

が
市
内
の
中
小
企
業
省

(
と
く

に
独
力
で
金
融
機
関
か
-h
融
貨

を
受
け
る
こ
と
の
困
難
な
中
小

企
業
者
)
の
た
め

L
、
市
内
の

各
金
融
機
関
に
佐
の
資
金
ζ
し

て
預
託
を
し
た
も
の
で
、
つ
ぎ

の
要
領
で
中
元
融
資
の
あ
っ
せ

ん
を
行
な
う
の
で
す
。

ム
貸
付
機
関
H
十
八
銀
行
、
親

和
銀
行
、
大
村
信
出
金
庫
、

長
的
相
互
、
九
州
相
互
銀
行

ム
経
由
機
関
リ
六
村
商
五
会
議

所
ム
貸
付
対
象
け
原
則
と
レ
て

一

年
以
工
の
営
業
部(
仙
一佐
有
す

る
市
内
の
中
小
企
業
者

ム
資
金
の
使
途
リ
週
一
脂
質
金

ム
貸
付
期
間
日
原
則
と
し
て
凶

令
書
な
ど
を
入
れ
る

保
険
袋
を
配
布

国
民
健
康
保
険
の
徴
税
令
書

ゃ
、
被
保
険
者
証
の
汚
損
、
粉

失
等
を
防
ぐ
た
め
、
と
れ
ら
の

令
茜
な
と
な
入
れ
て
保
管
し
て

お
く
ブ
便
利
な
保
険
袋
を、

町

務
連
絡
安
闘
を
油
じ
て
配
付
し

ま
す
の
で
、
被
保
険
者
の
か
た

は
受
領
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、
相
当
期
間
経
過
し
て

日
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山
郵
便
物
の
取
扱
い
が
六
月
一
日
セ
ン
チ
幅
七
セ
ン
チ

が
で
き
ま
し
た
が
、
乙
れ
か
ら

居

届

て

ま

せ
ん

川

川
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
け
乙
れ
よ
り
小
さ
い
も
の
で

は
書
留
に
し
な
い
と
差
出
せ
な
転
出

し
た
際
も
と
の
住
所
に

あ

似

五
種
五
十
グ
ラ
ム
ご
と

仙

…
ま
す
。

も

長
さ
十
セ
ン
チ
、
幅
四
セ
ン

い
乙
と
に
な
り
ま
す

。

て

ら

れ

た

郵
便
物
を
白
転
送
し
て

に
十
円
(
旧
百
グ
ラ
ム
ご
と
に

川

川

郵

便

物

の

チ
以
上
の
丈
夫
な
紙
や
布
の

開

封

郵

便

欲
レ
い
と
き
は
郵
便
局
に
転
居

八

円

)
仙
害
留
損
害
要
償
額
千

m

大

き

さ

と

重
量

「
あ
て
名
礼
」
を
つ
け
れ
ば
差

封

筒

上

端
を
半
分
以
上
開
け

回
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

円
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
四
十

川

川

い
ま
ま
で
大
き
さ
の
最
小

限

の

円

(

旧

三
十
五
円
)
た
だ
し
千

b

j
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

一

j
i
t
-
-
j
j
i
i
l
l
i
t
-
-〕

円
を
乙
え
る
部
分
に
つ
い
て
は

川

町
が
、
乙
ん
ど
つ
ぎ
の
よ
ア
つ
な
最

一

変

る

郵

便

物

の

取

り

拐

、と

値
上
げ
に
な
り
ま
せ
ん
。

ぷ

阪

が

き
め
ら
れ
ま
し
た
。

rilFillis--iiESEti--L

川
速
達
通
常
三
十
円
(
旧
一
一
川

州

制
円
筒
形
や
乙
れ
に
類
す
る

・

十
五
円
)
速
達
小
包
七
十
円

一
形
の
も
の
は
長
さ
十
二
セ
ン
チ

し
出
す
乙
と
が
で
き
ま
す。

る
こ
と。

ホ
フ
チ
キ
ス
で
と
め
こ
の
と
き
は
、
一
年
同
は
転
送

(旧
五
十
円
)

ド

直
経
ま
た
は
い
ち
ば
ん
幅
の
せ

現
金
や
貴
重
品
は

る
場
合
令、

金
具
を
は
し
の
万
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

∞
そ
の
他
の
特
殊
料
金
小
包

刈

一
ま
い
部
分
三
セ
ン
チ

書

留

で

に
つ
け
な
い
と
開
封
と

し

て

扱

郵

便
料
金

等
も
変
わ
り
ま
し
た
。
く
わ
レ

m

m

伺
そ
の
他
の
形
の
も
の
(
立

現

金
申
武
害
段
、

い
ま
ま
わ
な
い
。

ω
一
種

(手
紙
)
と
、
一一
種

い
ζ
と
は
掛
便
局
に
問
合
せ
て

川

白川
方
体
長
万
体
)
な
ど
長
さ
十
二
で
普
通
郵
便
に
封
入
す
る
こ
と

郵
悦
物
の
転
送
は
転

(は
が
き
)
と
問
一閣
は
変
わ
り

く
だ
さ
い。
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犬
の
登
録
と
注
射
は
早
め
こ
|
昭
和
一ニ
十
六
年
度
の
犬
の
登
録
部
ひ
ド
第
一
回
狂
六
甲
γ
防
丘
町
品
目
立
し
月
十
日
で
一
応
粍
f
J

い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
相
当
数
の
未
登
録
、
未
注
射
犬
が
い
る
も
の
と
出
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
犬
は
も
れ
な
く
登
録
(
保
険
副
生
献
で
実
施
し
ま
す
)
と

-
|
予
防
庄
射
を
堂
げ
、
狂
犬
病

ω括
生
J

信
一木
然
aL
防
ぐ

4
っζ
協
刀
く
だ
さ
い
。
な
お
不
要
犬
お
よ
び
過
反
犬
を
発
見
し
た
か
た
は
六
月
二
十
日
ま
で
市
役
附
保
険
衛
庄
謀
ま
た
は
保
健
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
笠
謀
)

る

も
お
手
許
に
到
着
レ
な
い
と
き

は
、
保
険
附
生
訴
へ
問
合
せ
て

く
だ
さ
い。

(
保
険
街
佐
川林
)

iオミ i 
i人 i
R士z:コ ー

ラfミ E

i内 i

〔
市
内
〕

女
子

ム
凶
以
・

年
令
ニ

一
才
ま
で
・
月
牧
問
、

五
O
O円

ム
将
校
一
川
見
習

・

年
令
二

O
才
ま
で
・
住
込
二
、

0
0
0円

ム
一
ん
外
部
従
業
員

・

年
令
不
問

・
住
込
月
収
四
、

0

0
0円

男

子

ム
各
種
運
転
手

・
年
令

三
O
才
ま
で

・
月
収
入
、
0
0

0
円
1
一
二
、
O
レ
O
円
ま
で

ム
雑
役

・
年
令
一

五
t
ニ
O
才

ま
で

・
日
政
二
一ニ
O
円

ム
白

員
・
年
令
一
五

1
一一O
才
ま
で

・
月
牧
五
、
0
0
0円

【
県
外
】
女
チ

ム
紡
鍛
工

・
織
布
工

・
一
五
J
一一
五
才

・

月
版
六
、
0
0
0円
i
八
、
五

0
0円
・
近
日
中

一
、
五

0
0

1
二
、
0
0
0
円
賃
上
の
見
込

.
昇
給
年
二
回
・
賞
与
年
二
回

・
作
禁
衣
等
支
給

・
売
目、

診

療
附
の
設
備
あ
り

・
洋
裁
和
裁

華
道
茶
道
持
無
料
教
授

ム町一一

業
関
係
工
員

・
二
八
才
ま
で
・

月
収
七
、
五
O
O
円
・
そ
の
他

前
記
に
同
じ

ム
整
理
工

(臨

時
)
女
子一
ニ
O
才
ま
で

・
男
子

四
五
茎
号
・

日
給
女
子
三

0

0
1
三
五
O
円

・
男
子
三
五
0

・1
四
五

O
円
・
そ
の
他
待
遇
設

備
前
記
に
同
じ

ム

(男
子
)

機
械
工
・
府
接
工
・
運
転
手
等

の
求
人
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

大

村
公
共
職
業
安
{忌
附
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

(大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

計
量
器
の
定

期
椴

査

を

六
月

一
日
か
ら
十
日
ま
で
各
出
強

所
で
実
施
中
で
す
。

も
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い
。



(ご)(矛284号)りよ大村市政だ

広
ま
る

水

道

高

n

U

::川j川

き
、
ろ
過
し
て
市
内
の
需
要
家
に

一が
、
本
計
画
に
よ
り
一
日
最
高
一

給
水
す
る
も
の
で
す。

一万
二
干
立
万
メ
ー
ト
ル
の
給
水
に

浄
水
場
は、

既
設
の
も
の
巻
利
一
対
し
、
四
千
八
百
立
万
メ
ー
ト
ル

用
し
ま
す
が、

同
施
設
の
う
ち
沈

一の
不
足
と
な
り
ま
す
の
で
急
速
ろ

澱
池
、
ろ
過
池
の
容
量
が
不
足
し
一
過
池
ニ
面
を
培
設
し
ま
す。

ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
新
設
、
培
一
村
竹
松
、
松
原
地
区
も
自
然
流

設
を
し
ま
す。

一下
方
式
給
水
と
す
る
た
め
、

直
荏

一
刊
沈
澱
池
は
接
触
高
速
度
出
澱
一
三
百
ミ
リ
の
鋳
鉄
管
約
五
千
七
百

マ
現
在
ポ
ン
プ

所

五

カ

所

一

一

一
法
を
採
用
し、

乙
の
沈
澱
槽
は
円
一

メ
ー
ト
ル
を
布
設
し、

乙
れ
に
よ

ポ
ン
プ
所
四
カ
所
は
撤
廃
し
池
田
貯
水
池
は
予
備
と
す
る
一

一

一vu
で
直
径
十
四
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
一
り
一

日
最
大
四
千
二
百
立
方
メ
l

一
あ
り
ま
す

。

一

四

・

六

メ

ー
ト
ル
に
し
て
容
量
六

一ト
ル
を
配
水
し、

乙
れ
ら
の
地
区

一

言

思

議

室

か
ら
水
道
一
百
二
十
五
立
万
メ
ー
ト
ル
の
大
き
万
推
定
増
加
給
水
人
口
約
一

万
五

一
用
水
と
し
て

一日
最
高

一
万
一
一
千
一
さ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
一千
人
の
給
水
に
応
ず
る
と
と
が
で

一
立
万
メ
ー
ト
ル
放
水
さ
れ
た
も

一し
、
短
時
間
の
う
ち
に
濁
怪
物
質
一
き
ま
す
。

一
の
を
、

萱
瀬
小
学
校
前
に
あ
る
既
一

帯
洗
澱
さ
せ
、
取
除
く
も
の
で
す
一
こ
の
よ
う
に
し
て
上
表
の
よ
う

万
三
千
五
百
は
β
を

給

水

す
砂
覧
会
詰
問
し
て
取
一
例
ろ
過
池
に
つ
い
て
は
現
豆
に
昭
和
早
五
年
に
総
人
口
七
万

一水
し、

乙
れ
を
坂
口
浄
水
場
ま
で

夏

、
四
池
(
一
池
は
予
備
)
で
百
千
人
員
し
、

給
水
人
口
四
万

本

市

の

水

道

は

大

正

十

五

年

に

三

す

。

三

と

も

に

、

夜

間
断
水
も
解
除
二
約
二
千
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
)
一

一日
最
高
七
千
二
百
立
方
メ
1
ト
一
八
千
人
、
一
白
書

一
万
三
千
五

着
工
、
昭
和
三
年
二
月
深
井
戸
を
一
第
二
回
拡
壁
画
は
昭
和
二
十
し
、
年
々
実
ず
る
霊
に
応
じ
五
番
柔
設
し
て
浄
水
在
宅
ル
の
ろ
過
能
力
を
有
し
て
い
ま
主
百
立
万
メ
ー
ト
ル
の
給
水
が
可
能

水
源
と
し
て
一
万
人
宣
告
給
一

一
一
年
十
一
月
松
原
地
区
に
新
た
に
一

て
探
ま
し
た。

し
か
し
、

現
在
の
一

(写
真
は
議
室
主
は
下
流
側、

下
は
上
流
側
)
と
な
り
ま
す
。

水
を
は
じ
め
、
以
来
十
七
年
間
そ
一
水
源
を
設
け
て
同
地
区
千
五
百
人
一
部
要
率
か
ら
三
十
七
年
度
に
は
給

の
ま
ま
の
状
態
で
終
戦
直
前
の
悪
一
に
給
水
巻
計
画
し
ま
し
た
。
一
水
能
力
は
飽
和
点
に
達
す
る
状
態

条
件
の
下
に
給
水
し
て
来
た
の
で
一
さ
き
に
引
継
い
だ
軍
施
設
は
種
一
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
が
、
終
戦
後
は
当
時
の
一
々
の
不
合
理
を
生
じ
て
来
ま
し
た
一

そ
乙
で
、
か
ね
が
ね
新
水
源
の

ほ
う
大
な
海
軍
航
空
廠
の
解
体
に
一
の
で
、
乙
乙
に
第
三
回
拡
張
計
画
一
開
発
を
切
望
し
て
い
ま
し
た
と
乙

伴
い
、
そ
の
施
設
の
一
部
で
あ
る
一
(
給
水
人
口
三
万
人
)
が
な
さ
れ

一ろ
、
長
崎
県
に
お
い
て
郡
川
総
合

水
道
設
備
と
需
要
家
約
一
万
人
一
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
池
田
貯
水
一
開
発
事
業
中
、
萱
瀬
ダ
ム
建
設
が

を
引
き
継
ぎ
一
躍
給
水
人
口
は
二
池
が
完
成
し
ま
し
た
。
一
立
案
さ
れ
る
に

F
U、
当
市
水
道

万
八
千
五
百
人
と
な
り
ま
し
た
。
一
と
れ
に
よ
っ
て
七
カ
所
の
ポ
ン
一
も
該
計
画
の
一
環
と
し
て
、
第
四

乙
れ
を
第
一
回
拡
張
と
い
っ
て
い
一
ブ
所
の
う
ち
三
カ
所
が
撤
廃
さ
れ
一
回
拡
張
計
南
か
立
案
さ
れ
た
の
で

ま
る
生
活

在

給水 I f 
48.000人 30，000λ

人口

ダム

(毎月 1日.10日.20日発行)
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川

回

和

三

十
六
年
四
月

一
日
大

ま
す
が
、

乙
れ
は
単
に
会
計
だ
事
業
も
法
の
全
部
が
適
用
さ
れ
り
ま
す
が
、
水
道
事
業
本
来
の
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
川

村
市
の
水
道
事
業
が
独
立
の
公
け
が
そ
う
で
あ
っ
て
、
事
業
体
管
理
者
を
置
く
と
と
に
な
り
ま
目
的
が
公
共
の
福
祉
増
進
に
あ

乙
れ
は
一
人
事
業
管
理
者
の
み

川
営
企
業
体
と
し
て
発
匙
い
た
し
が
独
立
し
て
い
た
の
で
は
あ
り
し
た
。
市
で
は
条
例
で
市
の
助
る
点
か
ら
そ
の
責
任
の
重
大
住
の
力
で
成
レ
得
る
業
で
は
あ
り
川

ま
し
た
O

i
--oil
i
-
-
a
j
i
l--

・・・i11白
0
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ま
せ
ん
。
き
た
る
六
月
五
日
か
川

水

道

重

は

乙

れ

ま

で

も

特

レ

hn3-P
日
現
こ
ピ
リ
ナ

-
C…
ら
十
一
日
ま
で
第
二
面
全
国
水

一

…
別
会
計
と
し
て
独
立
採
算
に
よ

オ

是

認

聞

作

u
d
2
P
必

U
T…
道
週
間
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
乙

川

り
経
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り

e
e

j
i
-
-
:
一'
h
o
o
-
-
a
oli
l
i
a
--
l
i
-
-
;
:
'
'ee
l--b
ai
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
;
:
j
一

の
週
間
の
趣
旨
が
水
道
に
理
解

川

、
3

1J一ー
を

深

め

愛

護

と

感

謝

を

捧

げ

、

…
uh

込

山

川一一一
川

副

E
V
水

道

事

業

管

理

者

渋

工

武

お

互
い
の
福
祉
の
増
進
宣
ろ
…

…勺
V
圃
圃
園
園
隈
v

t

d

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て

一ヤ
ベゲ
‘
廻
週
喝

、町

、
vU
&齢
圃
・
圃
圃
闇
圃
醇

一

議

陵

町
一
字

温

闘

麟

ま
せ
ん
。
役
が
事
業
管
理
者
と
な
る
乙
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
と
れ
を
機
会
に
水
道
の
使
命
遥

…

一

縦

二

J1
J
X円
込
山

必

縁

組

翻

昨

年

四

月

に

定

め

ら
れ
た
わ

け

で

す

。

水

道

の
使
命
は
、

清
浄
に
し
成
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

一

二欝
JAr
-滋
臨

睡

眠

鴎

公

営

企

業

法

管
理
者
は
、
水
道
事
業
の
業
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
量
に
も
と
ず
く
絶
大
な
ど
協
力

i

，

ゅ
鮮
総

m
wWuhu…ド
制
醐
翻
鵬
輔
可
が
改
正
さ
れ
務
運
営
に
つ
い
て
責
任
と
権
限
り
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

J

…

ぞ

議

長
紘
一
段
遡

曹

司

本

市

の

水

道

芝

っ
て
経
営
に
当
る
の
で
あ
環
塙
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
(
写
真
は
渋
江
助
役
)

昭和初年 6月 1日
(昭和33年4月rr日第三種郵便物認可)

水
道
組
合
の
一
日
奉
仕

大
村
市
水
道
労
働
組
合

(
執
行

委
員
長
深
浦
久
雄
、
組
合
員
四
十

五
名
)
は
、
水
道
週
間
最
絡
自
の

六
月
十
一
日
(
日
曜
)
全
員
出
動

し
、
家
庭
巡
回
修
理
サ
ー
ビ
ス
や

浄
水
場
、
配
水
池
の
清
掃
な
ど
労

働
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
乙
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
水
道
局
の
組
織
と
仕
事
)

の水道普及版況図|!大村市

ら

川
水
道
週
間
特
集
競
=Ez--2=

…

川

六
月
五
日
か
ら
十
一

日

ま

で

才

三

回

水

道

週

間

が

行

な

わ

川

川

れ
ま
す
。
こ
の
週
間
に
あ
た
り
水
道
に
関
す
る
こ

と
が
ら

山

川

を
特
集
し
ま
し
た
。

山

に
¥
./

ツ
/
'
¥
I
'
f

(
、1
l

./
f

¥
1
・
守

A
局
長
H
管
理
者
の
命
を
受

公
営
企
業
法
が
改
正
さ
れ
大
村
市
の
水
道
事
業
も
法
の
適
用
を
受
一
け
水
道
局
の
業
務
を
統
制
し
、
管

け
る
こ
と
に
な
り
、
本
年
四
月

一
日
か
ら
水
道
課
が
水
道
局
に
昇
格
一
理
者
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の

し
、
そ
の
業
務
は
事
業
管
理
者
が
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
務
を
代
理
し
ま
す
。

水
道
局
は
、
条
例
で
管
理
者
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ

一

ム
業
務
課

H
給
水
の
届
、
水

る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

組
織
と
仕
事
の
分
担
の
あ
ら
ま
し
は
一
道
料
金
の
徴
収
、
メ
ー
タ
ー
点
検

つ
ぎ
の
と

お

り

で

す

。

納

額

告
知
曹
の
発
行
そ
の
他
局
内

組

織

の

事

務
一
般
を
行
な
い
ま
す。

{|
ー
業
務
課

水
道
事
業
管
理
者
l
水
道
局
長
i
一l
経
理
課

一|
工
務
課
!
浄
水
場

ム
経
理
課

H
企
業
の
出
納
そ

の
他
会
計
事
務
一
般
お
よ
び
局
の

財
産
管
理
、
予
算
、
決
算
等
の
事

務
を
行
な
い
ま
す
。

一行
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
事
務
者
補

一

ム

工
務
課

H
水
道
の
施
設
の

一助
す
る
職
員
を
任
免
し
ま
す
。

M

ム
管
理
者
日
法
律
に
も
と
づ一

一維
持
管
理
、
新
設
改
良
の
工
事
設

い
て
水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
一
(
主
要
職
員
の
任
昔
、
多
差
益
行
、
漏
水
等
の
語
、
水
質

責
任
と
橘
限
を
も
っ
て
業
務
を
執一
じ
め
市
長
の
同
意
を
要
す
。
)
検
査
等
の
事
務
を
行
な
い
ま
す
。

仕
事
の
分
担

車
検
杵
珂
勺

水道料金の納期限について

現行
C36iド4月1日より)

当月分を当月末日

翌月末日まで

従 *
(36年 3月31日まで)

当月分を翌月の5日

翌月の25日まで

告知恵
発行

納期限

N 
‘キ十『駒

大本tき
l卜.01倍2設21μl

納期限の翌月 1日に督促状を発行しますので、 翌日

8日から督促千数料をいただく ことになっております

なお、料全の納入については従来どおり、水道局、

親干Ilin行、十八銀行および当分のI1fld3金陣、各出張所

で取扱います。



り政市村大昭和初 年6月 1日
(昭和J33年4月zz日第三種郵便物認可〉

は
水
道
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
同

時
に
乙
の
際
に
尊
い
先
輩
の
労
苦

が
あ
っ
た
乙
と
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

乙
の
意
味
に
お
い
て
水

道
局
で
は
水
道
週
間
を
さ
ら
に
意

文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
扇
の
無
料
診
断
や
ど
苦
情
か
あ
り
予
さ
い
。
婦
人
事
グ
ル
ー
プ
な
一
識
の
あ
る
よ
ろ
に
す
る
た
め
大
村

れ
る
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
一ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
さ
凶
体
で
来
て
い
た
だ
き
ま
す
と
一
の
水
道
創
設
当
時
、
町
会
議
員
と

最
も
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
一だ
さ

い

。

一

係
員
が
ど
案
内
い
た
し
ま
す
。

τて
、
と
く
に
尽
力
さ
れ
た
か
た

ま
す。

乙
の
水
道
に
つ
い
て
今
年
一

水
道
遡
間
中
に
取
り
掛
え

た

給

一

一

お

よ

び

土

地

を
紙
悩
引
接
さ
れ
た

は
第
一
面
白
の
「
水
道
週
間
」
が
玄
(
特
殊
な
も
の
を
除
く
)
は
一

者

:

大
村
市
に
水
一か
た
六
氏
に
記
念
品

語

っ
て
感

行
な
わ
れ
ま
す
。
目
的
は
、
水
道
平
等
ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。
パ

一
力

林

道
が
初
め
て
で
一
謝
の
意
を
表
す
る
乙
と
に
い
た
し

に
よ
る

①
生
活

震

の
改
善
、
一
ッ
キ
ン
取
な
週
間
中
に
限
ら
ず
一

協

謝

き
た
の
は
大

1
1た。

②
公
衆
衛
生
の
向
上
、
①
水
道
の

京

料
で
す
が
、

週
間
中
は
係
員
を一

D
-
十
五
勾
で

し

ょ

被

表
彰
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

霊
感
謝
、
な
ど
で、

よ
り
一
周
一増
員
し
て
お
り
ま
ず
か
ら
漏
水
が
一
切

感

当
時
水
道
の
一す
。
(
謀
略
)

の
水

害

対
す
る
理
解
と
関
心
を
一あ
り
ま
し
た
ら
一語

(二
、
九

二

回

こ

創

設

に

尽
力
さ一

高
め
て
頂
く
乙
と
で
す
。

一

五

一ニ
、
一言

一

き

し
て
く
一
部

υれ
た
関
保
者
の
一

日

刊

日

間

以

戸

れ

れ

水
道
局
で
は
、
週
間
中
つ
ぎ
の

一だ
さ
い
。

一
創

氏

努
力
は
北
大
低
一
町

山

久
次

ム
下
波
止

久

よ
う
な
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

一

浄
水
場

(池
田
郷
坂
己

主

道

ミ

で
な

か

式
と
一保
U
消
凶
郎

ム

柴
田

平
田

サ
ー
ビ
ス
カ
ー
を
毎
白
地
区
別
一問
中
見
学
し
て
き
た
め
開
放
し
一

k

y
pま
す
。

一忍

ム

松

風

岩
氷
武
道

一ご
と
に
巡
回
さ
せ
ま
す
。

水
道
設
一
て
お
り
ま
ず
か
ら
と
自
由
に
ど
を

フ

わ
た
し
た
ち
一

川

H
V
h田
村
A
H
V
斜
線
パ
HHU
時
品H
A

V
付
時
パ
“

v
-討材
パ
“
V
山

P
A
Fλ
“
H
い
持
品円
・山口
HH
付
パH
A
H
Hド
叫

H
HP
パ
H

V
帥
M
Hパ
H
V
A伺
A
円i
け
い
け

1
旬
、一
句
パ
リ
刊行訪日明
ぺ
h
v昌
ロロ
4
H
W-
付
与
凡
日
口H'
日-V
A
n
--
一一一口L
T
au-u
A
V
n
E
U
一明抗日
H
M
勧
告
会
守
山
守
守
口
一
口V
袋
詰
ーは
口
一一一Hhog
-一
申
込
一
日
目
ム
岩
手
ln
-一一
一一v
r

号
を
お
告
げ
に
な
れ
ば
、
直
ぐ
一

①

乙
れ
以
外
の
地
区
(
鈴
田一

「
I
l
l
t
B
i
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

一西
大
村
出
張
所

三

七
二
五

市

長

宅

二

四

七

一

つ
な
が
り
ま
す
し
、
蓄

の

加
一

宇

一言

、
首

H
雲

む
)

二

市

役

所

関

係

の

電

話

番

号

一

一竹
白

書

八

三

一

四

議
会
議
長
宅

ニ

O
一
O

入
者
は
、
茸
綱
の
交
換
に
「
大
一

に
か
げ
る
と
き
は

一
O
六
番一

f
l
I
l
l
1
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1

一松
胤
出
張
所
八
五
O
一

助

役

宅

三

五
三
九

村
」
と
お
告
げ
に
な
れ
ば
、
す
一
(
市
外
)
を
ま
わ
し、

自
分
の
一

市
役
所
関
係
の
新
し
い
電
話
番
一教
裏
員
会
一
二
三
六
(
代
表
)
一福
重
出
張
所

八
六

一
回

収
入

役

宅

二

九

O
二

ぐ
大
村
の
交
換
が
出
ま
ず
か
ら
一
電
話
番
号
と
相
手
局
の
直
話
番
一号
は
つ
宍
の
と
お
り
で
す
。

支

村
市
立
病
院
一
二
六
一
(
代
表
)
一中
央
公
民
館

二

七

三

九

教

育

長

宅

二
五
二
四

相
手
番
号
を
告
げ
て
く
だ
さ
い

一

号
を
告
げ
て

、

護
憲

か

け
一
大
村
市
役
所
三
一
一

一

一消
防
毒

(

火

事

の

場

図
書

二

四

五

七

市

立
病
院
長
宅

二
四
五

②
長
崎
J
大
村
聞
は
自
動
即
一

て
待
っ

て
く
だ
さ
い
。

一市
長

室

二

九

0
0

一

一

一

九

火

葬

場

二

九

四

八

庶

務

課

長

宅

二

九

O
三

時
の
扱
い
と
な
り
手

の
で
、
一

①

乙
の
機
会
に
い
ま
ま
で
、
一助

役

室

二

九

O
一

一水
道
局

一一

九

一

五

敬

老

院

二

五

五

七

財

務

課

長

宅

二

五

六

七

i

長
崎
か
ら
は

O
七
七
、
大
村

一

電
話
の
加
入
を
申
込
ま
れ
て
お
一妻

事
務
局

三

八
二
八

一

。

三
三
四
三

屠

殺

場

二

六

一

ニ
O

(

庶
務
課
)

か
ら
は

O
七
三
の
局
番
役
ま
一
っ
て
、
お
つ
り
す
る
乙
と
が
で

一
事
業
課
事
務
所
三
三
四
二

一
。
二
号
ポ
ン
プ
所
二
0
0
四

わ
し
、
つ
づ
り
て
相
手
の
憧
話
一

き
な
か
っ
た
も
の
三
百
余
り
を
一
艇
庫

三
八
一ニ七

一
。
収
け
白
水
防

二

九
O
似

番
号
を
ま
わ
せ
ば
、
そ
の
場
で
一

同
時
に
開
通
さ
せ
ま
し
た
の
で

通
話
が
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
一

同
局
の
加
入
国
話
数
は
約
千
四

す。

一

百
と
な
り
ま
す
が
、
同
局
に
限

①
大
村
t
諌
早
聞
も
即
時
通一

っ
て
ま
だ
機
械
設
備
に
余
裕
が

話
と
な
り
、
大
村
か
ら
は
O
七

一

あ
り
ま
す
か
ら
架
設
希
望
の
む

こ
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
訴
単
一
き
は、

直
ち
に
開
通
で
き
ま
す

の
交
換
が
出
ま
す
の
で、

相
手
一

く
わ
し
い
乙
と
は
同
局
へ
お
聞

の
番
号
を
お
告
げ
に
な
れ
ば
、
一

合
せ
く
だ
さ
い
。

直
ぐ
つ
な
が
り
ま
す
。

諌
早
の

加
入
者
は
訴
阜
の
交
換
に
お
告

げ
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
謀
何
十
の
交

換
が
大
村
の
相
手
協
話
を
呼
び

出
し
て
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

(一
証

前
記
の
大
村
J
萱
瀬
、

大
村
l
諒
何
十
閣
の
通
話
取
扱
万

式
を
半
自
動
則
崎
、
大
村
J
長

崎
聞
の
方
式
を
自
動
即
時
と
い

い
ま
す
。
)

水

道

で

LH
か

(三)(矛284号)よTゴ

写

真

は

水

道

局

庁

舎

hv‘ロ
ベ『F
H
HUH-
=
・一一耳
λ
・Jリ
U
He--
P
A
n
tH
HV

H
HH
・H
H
V
持リ
同一

自
動
電
話
の
か
け
方

査
瀬
、長
崎
‘
諌
早
は
即
時
通
話

(毎月1日，10日，20日発行〕

市
民
待
望
の
自
動
臨
話
へ
の

切
り
繕
え
が
、
有
月
二
十
八
日

午
前
帯
時
カ
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
電
話
の
か
付
方
か
、
い

ま
ま
で
と
嵯
い
ま
す
の
で
、
そ

の
か
げ
万
の
お
も
な
こ
と
な
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

mw大
村
{
山札
制
同
闘
は、

申

込
み
ノ
同
附
に
相
手
が
出
て
、

す
ぐ
通
誌
か
で
き
る
即
時
油
話

と
な
り
ま
ヨ
。

大
村
局
の
加
入
者
が
蛍
瀬
に

お
か
け
i
な
る
と
き
は

一
O

八
番
を
ま
む
し
て
相
手
の
番

大村市長 声 十 自 i
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ら

町

か

健

!日
JU  

r 
ク

週
間
中
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
を
巡
回

浄
水
場
は
一

般
に
開
放
見
学

①
大
村
局
も
他
の
自
動
竃
話

局
と
同
じ
く
、
非
情
の
場
合
は

一一

O
番

(醤
謀
者
)
火
災

の
場
合
は

一一

九
番
(
消
防

本
部
)
と
な
っ

て
い
ま
す。

(大
村
龍
報
憧
話
局
)

(写
真
下

H
新
し
い
大
村
飽
報

電
話
局
局
舎
)

…
方
…
十
見

一

…
の
一

一一

一

…
J々

…

十
一
+

川
メ

…メターには見込、 ~ I と 黒いま 1 -があ ります。 tJfい方は 1 0 0 リ γ ト ル以

下を示 し、 主はい~ iーは 1 キロ リ ッ ト ル以上となっています o 100リ

ットル以下は料金に計算しませんので、思い引を見るとよいわけ

です口普通のご家庭のメータ ーはし000キロリットノレまで目盛が

あれ これを越しますと、またOからはじま りますo ilの見方は

下の凶をご覧ください。){'，\"~ I は左から上にかけて 1 目盛が 1 00 、

10、1キロリ γ トトノレを示します。前月のメ ーターの数字とその

} jの数字の差が使則水量となります。(なおメータ ーにはいろい

ろ植頬があって文字盤の中央に長¥"i1.!;¥"Hのついているものや、

指針が逆回転になっているものもありますが、 読み方の要領はど

れも同じです。 )

。比一一
一HV
己
・一一-t
一一一一
一・0
・5
.
『マ
ペ一一

v，5
--一，
比一一
一円三
一与
一・
.一一一一一号

梅
干
と

ラ
ッ
キ

つ
Ei;家庭
υiメモ

ウ

の

梅
干
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
づ
け
の

季
凶
に
な
り
ま
し
た
。
乙
う
い

う
も
の
は
時
期
を
の
が
さ
ず
つ

け
乙
む
乙
と
が
大
切
で
す
。

梅
干

材
料
は
加
ニ
キ
ロ
に
加
を
コ

ッ
プ
四
は
い
。
赤
じ
そ
の
葉

四
t
五
十
枚
。
胞
は
コ
チ
コ
チ

に
出
た
過
ぎ
た
も
の
も
よ
く
な

い
し
、
熟
し
過
ぎ
て
黄
色
く
な

っ
た
も
の
も
い
け
ま
せ
ん
。

適

当
な
粒
を
選
ん
で
、
一
一
脱
水
に

つ
け
て
汚
れ
や
虫
を
落
と
し
ま

す
。翌
日
、
す
っ
か
り
水
気
を
切

っ
て
、
カ
メ
に
指
と
塩
を
か
わ

る
が
わ
る
つ
け
る
。
落
し
ブ
タ

を
し
て
栴
の
半
分
の
目
方
の
重

石
を
す
る
。
と
の
ま
ま
一
ニ
、
四

日
す
る
と
水
が
上
が
っ
て
き
ま

ず
か
ら
乙
れ
を
別
に
と
り、

亦

じ
そ
そ
塩
で
も
ん
で
赤
い
汁
気

が
出
る
よ
う
に
な
ヲ
た
の
を
栴

の
よ
に
並
べ
ま
す
。

乙
の
後
は
前
の
半
分
ぐ
ら
い

の
重
石
を
し
て
保
存
し
ま
す
。

七
月
末
の
晴
天
つ
づ
き

ω乙

ろ
、
仰
を
平
ら
な
ザ
ル
に
並
べ

て
昼
低
五
日
間
ぐ
ら
い
干
し
ま

す
。
乙
の
後
刃
メ
に
入
れ
、
前

に
栴
か
ら
上
っ
た
水
を
か
け

(た
く
さ
ん
か
け
る
と
や
わ
ら

町ー

'O'l 541与 0，，'1"い 呈示す
茎丞担金

100内ギ町村る

長 崎

大付
金京

島

I主

{ま宇 低

平
一
拘
一
朱

県
下
各
市
町
村
の
水
道
料
金
比
較
表

か
く
つ
か
る
)
、
し
そ
を
の
せ

を
む
き
、
よ
く
洗
っ
て
一

脱
水

ま
す
。
加
か
ら
上
っ
た
汁
は
に
つ
け
ま
す
。

h
q

…
陶
酔
h
q

で
そ
の
ま
ま
お
げ
ば

岩
川
口
十
分
に
水
一気た
切
っ
て

夏
の
飲
物
に
な
り
、
制
干
に
多

か
ら
広
口
の
に
ン
か
刀
メ
に
入

く
か
け
て
赤
い
色
が
つ
い
た
ら
れ
ま
ヲ
。
酢
、

サ
ト
少
、
出
を

汁
だ
け
出
し
て
別
に
紅
し
よ
う

合
わ
せ
て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、

が
を
作
っ
て
も
よ
い
。

さ
ま
し
て
か
ら
ラ

ソ
ヰ
コ一
ウ
に

性
ぎ
ま
す
。

ラ
ッ
キ
ョ
ウ

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
二
キ
ロ
と
す
る

と
、
サ
ト
ウ
凶
宵
ク
ラ
ム
、
酌

コ
ッ
プ
五
は
い
、
塩
コ
ッ
プ
一

ば
い
。

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
外
の
皮

一
週
間
、
記
U
か
わ
い
た
ハ

シ
て
よ
く
か
き
削
し
、
後
は
ぴ

っ
ち
り
と
ア
タ
を
し
て
お
く
と

半
月
後
ド
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

きO円忠 清
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輸
送
に
大
村
部
隊
、
施
設
、
輸
送

に
竹
松
部
隊
の
ど
協
力
で
、
円
滑

に
と
り
運
ば
れ
た
乙
と
に
つ
い
て

他
都
市
お
よ
び
関
係
方
面
か
A
感

謝
さ
れ
て
い
交
す
。

被
表
彰
者

u
大
村
市
関
孫

の
被
表
彰
者
は
大
村
市
体
育
協
会

副
会
長
探
姻
富
栄
氏
お
よ
び
竹
松

部
隊
ラ
グ
ビ
ー
部
で
す
。(
市
教
養
)

納
税
者
の
声
を
聞
く
会

郷
土
の
栄
誉
を
に
な
い

力
い
っ
ぱ
い
の
健
斗

諌
早
税
務
署
で
は
、
六
月
九
日

(
金
)
午
後
一
時
か
ら
、
大
村
商

工
会
議
附
で
「
納
税
者
の
声
を
聞

く
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多

数
ど
出
席
く
だ
さ
い。
(
税
務
課
)

写
真
H
上
か
ら

①
閉
会
式
で
歓
迎
の
乙
と

ば
を
述
べ
る
大
村
市
長

①
③
大
村
勢
の
入
場
行
進

と
勢
揃
い
し
た
選
手
団

④
都
市
肱
に
凶
ま
れ
て
野

副
選
手

(大
村
部
隊
)
の
力

強
い
宜
醤

①
体
育
功
労
者
の
表
彰

⑥
マ
ス
ゲ
ー
ム
で、

「大

村
ワ
ル
ツ
」
を
踊
る
連
合
婦

人
会
員

jJ@; 
fJ@( 

;θ:: 
)@:: 
)@;; 

者
更
生
資
金
を
貸
付

5
1
7
日
小
児
マ
ヒ

中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
が

到
着
次
第
実
施
の
通
知
を
い
た

し
ま
す
。

ム
対
象
者
昭
和
三
十
五
年

七
月
一
日
か
ら
三
十
五
年
九
月

三
十
日
ま
で
の
聞
に
生
れ
た
も

の
で
、
三
十
六
年
四
月
十
二
日

締
切
り
ま
で
に
申
込
み
の
手
続

き
を
絶
っ
た
人
。

ム
実
施
場
所
と
日
時

市

役

所

六

月

五

日

市

立

病

院

六

月

六

日

竹

松

出

張

所

六

月

七

日

い
ず
れ
も
午
後
一
時

t三
時

'""噌・d、.-咽・J、戸 ベ'‘ー内~

内

3
2
i
i
j
j
M
生
に
注
意
し
早
期

に

躍

し

ま

が
考
委
じ
ま
す
の
で
、
硫
川

…

…

農

事

メ

モ

一

し

よ
う
。

椴
ニ
コ
チ
ン
六
O
O栄
治
七
山

・5、，、
P
F〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
予
〉

〉

、

「

.

川

川
【
一
水
稲
】

と
く
に
ヨ
コ
バ
イ
は
若
抑
制
一病

J
五
日
ご
と
に
新
仙
の
説
的
似

…

t

ー

ー

を
媒
介
し
ま
す
。

ザ
ひ
共
同
で
か
い
部
分
に
散
布
し
ま
し
ょ
う

v

苗
代
の
水
の
か
け
百
|

μ

d

防
除
し
ま
し
ょ
う。

火
牛
(
カ
ミ
キ
け
)
も
乙
れ
山

川
な
る
べ
く
浅
水
に

し

て

苗

を

丈

刊

ケ
大
に
育
て
ま
し
ょ
う
。
山
間
地

【
み
か
ん
】

か
ら
現
わ
れ
ま
す
の
で
、
民
卯

一

…
で
は
昼
は
浅
水
に
夜
は
や
や
深

病

室
ロH
H
成
木
で
黒
点
病
、
か
防
止
の
た
め
、
制
幹

(七
際
を
川

山
水
と
し
ま
す
。

多
く
発
生
す
る
圏
、
お
よ
び
幼

少
し
捌
る
)
に
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド

…

浮叶回
、
乙
ろ
ひ
苗
、
徒
長
苗

木
、
若
木
で、

そ
う
か
婦
の
多
空
了
一三
倍
に
う
ず
め
て
徐
布

一

山
を
つ
く
ら
な
い
た
め
、
芽
が
O
発
闘
で
は
上
旬

(
川米
安
大
豆

し
ま
し
ょ
う
。

…

・
五
セ
ン
チ
位
伸
ひ
た
と
ろ
か
大
)
水
銀
ボ
ル
ド
ー
七
O
O倍
諜
剤
の
散
布
に
は
限
む
刑
の
…

一
ら
芽
干
し
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
液
キ
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
加
用
語
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
い

川

病
害
虫
防
除
H

イ
モ

チ

幼

木

、
若
木
園
で
は
今
期
以
し
よ
う
。

川
一柄
や
ツ
マ
グ
ロ

コ
バ
イ
等
の
発

後
エ
カ
キ
虫

(
ハ
モ
グ
リ
ガ
)

注

意

①
接
種
当
日
は
母
子

手
帳
と
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
①
接
種

料
金
は
昭
和
三
十
五
年
度
の
保

誰
者
の
市
民
税
額
が
均
等
割
以

上
は
二
七
一
円
、
均
等
割
の
み

は
六
八
円
と
な
っ
て
お
り
、
接

種
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
。

の
う
ち
に
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し

一た。
一

地
元
大
村
勢
の
活
躍
も
目
ざ
ま

一し
く
各
競
技
に
健
斗
し
、
と
く
に

一
見
ま
も
る
な
か
を
入
場
行
進
が
行
瓦
た
「
大
村
ワ
ル
ツ
」
と
、
大
村
一
ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
一

一な
わ
れ
た
あ
と
、
大
村
陸
上
競
技
一
中
、
西
大
村
中
空
徒
に
よ
る
体
操
一般
男
子
)
と
、
個
人
で
は
陸
上
八

一

一

一

百

メ
ー
ト
ル
(
青
年
)
に
小
野
茂

一協
会
長
指
万
誠
氏
に
よ
り
翠
持
さ

一が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一

一れ
た
安
が
ト
ラ
ッ
ク
を
一
問
、

一

正
午
か
ら
各
会
場
で
郷
土
の
栄
一
選
手

(
2
分
。
秒
1
)
、
百
メ

l

一聖
火
台
に
点
火
さ
れ
第
十
四
回
県
一
誉
を
に
な
っ
て
競
技
が
く
り
ひ
ろ
一
ト
ル
(
一
般
)
野
副
武
昭
選
手

一民
体
育
祭
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
お
一げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

一
(
川
秒
8
)
砲
丸
技
(
青
年
)
川

一と
さ
れ
ま
し
た
。

一小
雨
に
も
め
げ
ず
力
と
技
を
元
気
一村
勝
一信
選
手
(
望
小
口
)
が
、
そ

一
つ
つ
い
て
、
国
旗
が
掲
揚
さ
れ

一い
っ
ぱ
い
発
揮
し
ま
し
た
。

一

れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄
冠
を
か
ち
と
り

一
前
日
昨
年
の
会
場
諌
早
市
か
ら
リ

一
翌
二
十

一
日
は
気
づ
か
わ
れ
た
一ま
し
た
。

下

さ

れ

て

来

た

県

大

童

話

一天
候
も
昼
近
く
か
ら
晴
れ
渡
り
、
一

と
く
に
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て

一
手
に
迎
え
ら
れ
西
大
村
中
学
校
竹

一各
種
目
と
も
準
決
勝
、
決
勝
戦
が
一は
会
場
準
備
、
受
入
れ
、
大
会
運

一
内
東
政
氏
の
先
導
で
同
校
生
徒
に

一行
な
わ
れ
、
大
会
気
分
は
高
ま
り

一営
な
ど
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
一
般

一
よ
り
会
場
に
入
場
、

「
若
い
力
」

一
新
記
録
等
も
続
出
す
る
な
ど
脱
会
一市
民
の
み
な
さ
ん
、
と
く
に
通
信

一
の
斉
唱
で
大
会
旗
が
、
つ
い
で
一

一
「
大
村
市
歌
」
に
よ
り
大
村
市
政

一

第
十
四
回
県
民
体
育
祭
は
五
月

一

一

:
一
と
各
都
市
旗
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
一

二
十
日
、

二
十

一
日
の
両
日
陸
よ
一

一

一
と
の
あ
と
優
勝
杯
の
返
還
、
大一

競
技
を
は
じ
め
二
十
二
種
目
の
競
一

一

勺
一
会
会
長
佐
藤
知
事
の
あ
い
さ
つ
、

技
が
十
六
郡
市
の
役
員
、
選
手
丘
一

五
千
五
百
名
が
参
加
し
て
大
村
市

一大
村
市
長
の
歓
迎
の
乙
と
ば
が
あ

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
っ
て
、
全
、
事
手
を
代
表
し
て
野
副

第
一
日
は
午
前
九
時
五
十
分
か
一選
手

(
大
村
部
隊
)
の
力
強
い
宣

ら
玖
島
崎
の
陸
上
競
技
場
で
開
会

一蓄
が
あ
り
、
永
一い十
体
育
の
向
上
、

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
開
会
一
普
及
に
努
め
ら
れ
た
団
体
、
個
人

式
は
長
崎
県
軽
察
本
部
音
楽
障
の
一
に
対
し
佐
藤
知
事
か
ら
表
彰
状
が

吹
奏
す
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
打

一お
く
ら
れ
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

上
げ
花
火
の
合
図
に
よ
り
長
崎
県
一
乙
の
あ
と
マ
ス
ゲ
ー
ム
と
し
て

旗
が
先
頭
に
大
会
役
員
、
被
表
彰

一
連
合
婦
人
会
員
五
百
名
に
よ
り
、

者
、
各
都
市
役
員
、
選
手
国
(
一
三
「
日
本
ょ
い
と
と
」
お
よ
び
乙
の

千
名
)
が
入
場
、
一

万
の
観
衆
の

一ほ
ど
新
し
い
民
謡
と
し
て
発
表
さ

の
予
防
接
種

昭
和
三
十
六
年
度
定
期
春
季

分
第
一

回
の
急
性
灰
白
髄
炎

(
小
児
マ
ヒ
)
の
予
防
接
種
を

行
な
い
ま
す
。
つ
ぎ
の
該
当
者

に
は
個
々
に
通
知
を
し
ま
す
の

で
洩
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い

な
お
、
さ
き
に
申
込
ま
れ
た

か
た
で
、
今
回
の
対
象
か
ら
洩

れ
た
か
た
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク

チ
ン
の
追
加
配
分
を
県
に
申
請

6
日
か
ら
妊
婦
学
級

大
村
保
健
所
で
は
六
月
六
日

か
ら
初
妊
婦
を
対
象
に
妊
婦
学

級
会
大
村
保
健
所
で
開
催
し
ま

す
。
期
間
は
六
日
か
ら
毎
週
火

曜
日
(
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
間
)
六
週
間
で
、
内
容
は

妊
娠
の
生
理
ほ
か
九
科
目
で
す

初
妊
婦
の
か
た
は
多
数
受
講
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
レ
ま
す
。

郡
川
の
ア
ユ
、

コ
イ
釣
は
六
月

一
日
か
ら
九
月

末
ま
で
解
禁
し

ま
す
。入
漁
料
は
釣

一
日
五
十
円
、

年
間
三
百
円
、

網
一
日
三
百
円

年
間
千
円
で
す

入
漁
の
場
合

は
郡
川
漁
業
協
同
組
合
(
寿
古

郷
古
川
安
雄
宅
)
ま
た
は
同

漁
協
役
員
(
福
重
、
竹
松
、
茸

瀬
地
区
)
お
よ
び
監
視
人
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郡
川
に
は
昨
年
コ
イ

三
千
尾
を
放
流
し
ま
し
た
が
、

す
で
に
十
八
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の

大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ら

に

-
P
占

C
G

上
き
。

i
大
口
ナ
山
口

月
中
r
臼

6
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セ
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日
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Hμ

、
口

郡
日
。

写
真
上
か
ら

①
陸
上
競
技
、
男
子
八
百

メ
ー
ト
ル

の

力

走

帽

②
銃
剣
道
の
競
技

③
卓
球
会
場

(
前
方
の
向

う
側
は
大
村
チ
l
ム
)

①
ク
レ

l
射
撃

⑤
山
岳
チ
i
ム
の
楽
し
い

食
事①
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
活
脳

県
が
保
証
す
る
引
揚

県
が
保
証
す
る
引
揚
者
更
住

資
金
の
貸
付
申
込
み
争
つ
ぎ
の

と
お
り
受
付
け
ま
す
。

ム
貸
付
対
象
引
揚
者
国
庫
債

券
の
交
付
を
受
け
た
生
活
困
窮

者
、
高
令
者
ま
た
は
母
子
世
帯

の
世
帯
員
な
ど
で
申
請
の
日
ま

で
引
き
つ
づ
き
六
カ
月
以
上
長

崎
県
に
居
住
し
、
国
債
に
記
名

・

さ

れ

て

い

る

も

の

。

一

ム
申
込
六
月
一
日
か
ら
十
日

ま
で
米
の
通
帳
お
よ
び
国
庫
債

券
と
印
鑑
を
持
っ
て
申
請
曹
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
申
請
曹

は
福
組
事
務
所
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
)

な
お
、
県
の
手
数
料
と
し
て

百
五
十
円
い
り
ま
す
。

請
求
期
限
を
延
長

引
揚
者
の
給
付
金

引
揚
者
給
付
金
支
給
法
に
よ

る
引
揚
者
給
利
金
お
よ
ひ
遺
族

給
付
金
の
詩
求
制
限
は
去
る
五

月
十
六
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
同
日
付
で
法
律
の
一

部
改
正
が
公
布
さ
れ
、

請
求
期

限
が
一
年
延
長
さ
れ
、
来
年
の

五
月
十
六
日
ま
で
受
付
付
り
る

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
弱
者
の
か
た
で
ま
だ
手
続

き
を
し
て
い
な
い
か
た
は
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

(
福
祉
亭
Mm所
、
引
材
者
団

体
大
村
支
部
)


